
 

令和４年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 蓮沼 小学校 ）     学校番号 ６９                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 〇明るく活力に満ちた学校 〇互いに学び磨き合う学校 〇整備され安全な学校 〇地域に開かれた学校        

          

重 点 目 標 

１ 凡事徹底 
２ 研修による授業力向上 
３ 教職員組織の充実 
４ 共通理解・共通行動による生徒指導・教育相談 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和５年２月１５日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

元気なあいさつについては、児童の８０％以上と

保護者の７０％以上が肯定的な評価であったが教

職員の評価は６０％代であった。 

清掃活動については、児童、保護者、教職員とも

に９０％以上の肯定的意見があった。 

集団生活のルールやマナーについては、これも児 

童、保護者、教職員ともに９０％以上の肯定的意 

見があった。 

思いやりの行動についても児童、保護者、教職員 

ともに９０％以上の肯定的意見があった。 

あいさつについては、自発的なあいさつができな 

いという観点が、保護者、地域、教職員の中で共 

通理解が深まっていない点と、あいさつが文化と 

して定着されない児童がいることが課題である。 

 

質問５ 

【あいさつ】 

質問９ 

【校内美化】 

質問６ 

【集団生活】 

 

・講話朝会、学校だより等を活用したあ

いさつの啓蒙 

・毎週月曜日の児童会主催のあいさつ運

動の実施 

・清掃活動における、教科等と関連付け

た横断的な指導の推進 

・蓮沼小のやくそくの児童・保護者・教

職員の共通理解のもと、指導支援を

行う。 

・あいさつ運動を学期に８回以上実施で

きたか。 

・学校評価アンケートにおいて、【校内

美化】の項目が肯定的な回答が９３％

以上とすることができたか。 

・学校評価アンケートにおいて、【集団

生活】の項目が肯定的な回答が９３％

以上とすることができたか。 

・あいさつ運動を、２８回実施（１２月現

在）することができた。 

・小中合同あいさつ運動を 1 回実施すること

ができた。 

・【校内美化】肯定的な回答の割合、児童９

８％、保護者９５％、教職員１００％ 

・【集団生活】肯定的な回答の割合、児童９

７％、保護者９５％、職員９７％ 

A 

・小中合同あいさつ運動を 1 回実施す

ることができた。 

・あいさつ運動や日常的な指導のみな

らず、児童会活動、道徳の指導、生

徒指導など総合的な視点から児童、

学校、家庭、地域で連携して指導し

ていくことが必要である。最善な方

策について生徒指導主任を中心に検

討・実施する。 
 

・登校の様子を見ていると、自

主的に挨拶はできるようにな

ってきている。班長があいさ

つできるとみんなができるの

で、その点を意識的に指導す

るとよい。 

・あいさつについて、よくなっ

てきているが、他の部分より

低い。中学も校内ではいいが

外では弱いと言われる。中学

では「すすんで」を「心あ

る」に変えた。実態に即した

目標表現の検討も必要。 

質問２ 

【思いやり】 

 

 

 

・蓮小しぐさの推進 ・学校評価アンケートにおいて、【思い

やり】の項目が肯定的な回答が９３％

以上とすることができたか。 

・【思いやり】肯定的な回答の割合、児童９

６％、保護者９６％、職員１００％ 

A 

「蓮小しぐさ」の全校での取り組み、

道徳の授業や人権教育、学校生活の

様々な場面を通して、相手を思いや

ることの大切さや公正・公平な態

度、公共心、公徳心などを育むとと

もに、学級・学年・学校全体を通し

て、心を豊かにする取組を行う。 

2 

児童、保護者、教職員ともに学習の基礎基本が定 

着している（されている）という意識は９０％以 

上肯定的意見が占めた。けじめや努力に対しても 

肯定的意見が９０％以上である 

体力向上については保護者、教職員は９０％以上 

が肯定的意見だが、児童は８０％台に留まった。 

基礎基本の定着についてはおおむね満足している 

ことが伺えるが、学力調査の結果では、国語の 

「書くこと」や算数の「図形」分野で課題が見ら 

れる。また、調査の前半と後半の無回答率の差に 

ついても課題が見られるため、学習に対して最後 

まであきらめずに取り組む姿勢の育成についても 

取り組む必要がある。体力向上については、コロ 

ナ禍による運動の機会が減少したことに伴い、活 

動意欲が減少している現状が見られた。 

質問１ 

【学習】 

 

 

・個別最適な学びを軸とした校内研修の

推進 

・国語、算数についてスタディサプリ、

ドリルパークなどの学習への取組状

況を基に児童への学習の目標の見直

しの支援を行う。 

・全国及び市の学習状況調査について、

分析を行うことで、国語の「書くこ

と」の向上を図る。 

・調査結果の分析を踏まえた、授業改善

の視点、手立て等を学年ごとに設定す

ることができたか。 

・アプリの個々の学習状況等を活用し、

児童が学習の見直しを行う時間を設定

することができたか。 

・国語の「書くこと」の正答率が向上し

たか。 

・調査結果の分析を踏まえ、授業改善の視

点、手立てを学年ごとに設定し。授業を実

践することができた。 

・アプリの個々の学習状況等を活用し、児童

が学習の見直しを行う時間を設定すること

ができた。 

・全国学習状況調査国語の「書くこと」の正

答率が８.６ｐｔ下がった。 
 

B 

・研修を通して、各学年で児童の実態

に応じた授業改善を継続して行う。 

・スタディログを活用して、個別最適

な学びを推進する。 

・全国、市の学習状況調査を適切に分

析し、「書くこと」の向上を図るた

めに、学校全体で研修に取り組む体

制を継続して構築する。 
 

・学習について、タブレットの

導入などで改善されているの

が感じられるが、学習状況調

査の結果などにうまくつなが

るようにしていくのが課題。 

・コロナの関係もあるが、中学

校でも体力向上に課題があ

る。小学校での取組により頑

張れている部分が大きい。 

質問４ 

【けじめ努力】 

質問３ 

【体力向上】 

 

 

 

・学校生活、学習活動の中で、児童がけ

じめを意識できるような具体的な指

導を学年・学級での活動で行う。 

・体力向上に係るイベントを設定、及び

教科指導を通して、楽しく活動でき

る機会を増やし意欲の向上を図る。 

・学校評価アンケートにおいて、【けじ

め努力】の項目が肯定的な回答が９

３％以上とすることができたか。 

 

・学校評価アンケートにおいて、児童に

おいて【体力向上】の項目が肯定的な

回答を向上することができたか。 

・【けじめ努力】肯定的な回答の割合、児童

９８％、保護者９０％、職員１００％ 

・【体力向上】肯定的な回答の割合は児童７

９％、３ｐｔ減少 A 

・学校行事や係活動、当番活動、委員会活動などを

含む学校生活全体を通して、ポートフォリオやカ

ード等をより充実させることで、最後まで責任を

もって取り組む態度を育てる。 

・体育部を中心に子どもたちが進んで体を動かすこ

とができるような活動の充実に努める。また、体

育行事だけでなく、運動に苦手意識のある児童も

積極的に参加できるイベントを計画実施し、児童

の意欲の向上に取り組む。 

3 

学校に楽しく登校できているという肯定的意見は 

児童、保護者、教職員ともに９０％以上と高かっ 

た。頑張ったことや努力したことを認められてい 

るかという質問に対しては、教職員が９０％以上 

の肯定的意見に対し、児童、保護者は８０％台で 

あった。情報公開については児童、保護者、教職 

員ともに９０％以上の肯定的意見であった。 

学校行事等の学校での活動が増えてきた中、児童 

が学校に登校する意義を見出せていることが伺え 

る。ただし、まだ制限下にある状況が児童の称賛 

の機会を減少させている原因とも考えられる。情 

報公開については、様々な発信ツールの活用が結 

果に表れていると考えられる。 

 

質問７ 

【学校生活】 

質問１１ 

【個性の伸長】 

 

 

・児童の実態に合わせた学校行事の実施 

・情報端末を活用して児童向けのアンケ

ートや面談時の記録を蓄積し、児童一

人ひとりの状況を継続的に把握できる

ようにする。 

 

・学校評価アンケートにおいて、【学校

生活】の項目が肯定的な回答が９３％

以上とすることができたか。 

・学校評価アンケートにおいて、保護

者・児童において【個性の伸長】の項

目が肯定的な回答が８５％以上とする

ことができたか。 

・【学校生活】肯定的な回答の割合は、児童

９１％、保護者９４％、職員１００％ 

・【個性の伸長】肯定的な回答の割合、児童

８８％、保護者９１％、教職員１００％ A 

・児童が生き生きと活動し、学校へ楽しく通うこと

ができるような行事や取組を可能な方法で積極的

に実施する。各学年や各学級においても学校生活

をさらに充実させられるような指導を実践したり

しながら学校運営を推進する。 

・児童が活躍できる場や機会を設定する。また、発

表機会のみならず授業等において、児童それぞれ

のよさを生かせる場面を設定したり、認め励ます

指導や声掛け適切な評価等をしたりすることで、

自己肯定感や自己有用感を高める。 
 

・児童の表情等見ていると、行

事が動いてきたことによる児

童の安定感がでてきている。

学校行事をコロナ前に戻して

いる効果が出ていると感じ

る。 

・質問１１の児童の回答で「あ

まりそうは思わない」   

「そう思わない」が多くみら

れるので、先生方にはもっと

児童をほめてあげてほしい。 

・質問７で、教職員の「そう思

う」が低いのは、児童を心配

してくれている表れだと感じ

る。 

質問１２ 

【情報公開】 

 

 

 

 

 

・学校ＨＰやメール配信を利用した積極

的な学校の情報発信 

・週に１回以上の HP の更新を行うこと

ができたか。 

・学校評価アンケートで【情報公開】の

項目が肯定的な回答が９３％以上であ

ったか。 

・HPの更新を、週４回以上更新を実施 

・【情報公開】肯定的な回答の割合、児童８

４％、保護者９１％、職員は９４％ 

A 

・学校 HP、学校安心メールを引き続き

活用しながら、保護者が求める情報

を必要な時に提供できる体制を構築

し情報発信を続ける。 

4 

いじめ防止に関しては、肯定的な意見が昨年度と 

比較し３ポイント程度増加した。全体で９０％程 

度の肯定的意見となった。教育相談については、 

保護者、教職員は肯定的意見が９０％程度であっ 

たが、児童は８０％を下回った 

いじめ認知が積極的に展開され、いじめの重大事 

態が起こることなく児童や保護者の安心感が増加 

したことが分かった。教育相談については、多様 

な児童のニーズに応えられていない現状が明確に 

なった。 

質問８ 

【いじめ防止】 

質問１０ 

【教育相談】 

 

 

 

 

 

 

 

・生徒指導・教育相談での教職員間の共

通理解を図る場の設定 

・ＳＣ、ＳＳＷと連携を図った教育相談

体制の更なる充実 

・児童理解研修を年間２回以上実施する

ことができたか。 

・学校評価アンケートにおいて、児童に

おいて【いじめ防止】の項目が肯定的

な回答が８０％以上とすることができ

たか。 

・学校評価アンケートにおいて、【教育

相談】の項目が肯定的な回答が９３％

以上とすることができたか。 

・児童理解研修年間２回実施 

・【いじめ防止】肯定的な回答の割合、児童

９４％、保護者９１％、教職員１００％ 

・【教育相談】肯定的な回答の割合、児童８

１％、保護者９４％、職員１００％ 

A 

・「いじめ撲滅スローガン」「いじめ撲滅の木」の

推進、「心と生活のアンケートの活用」、児童と

の面談等の取り組みを通して、いじめの撲滅、早

期発見、迅速な対応に努める。 

・「心と生活のアンケート」や児童教育相談週間等

の面談を実施し、子どもたちの悩みや相談に対応

していくとともに、今まで以上に児童の様子や表

情なども注意深く観察し、積極的に声かけを行

う。学級担任のみならず、スクールカウンセラ

ー、スクールソーシャルワーカー、管理職等に加

え、外部機関との連携を図りながら、や毎月の教

育相談日等を中心に、保護者の相談等に対応す

る。 

 

・児童と教職員はいじめ対策に

取り組んでいる意識がとても

高い。児童なりにいろいろ自

分を守っていると感じる。 

・保護者の「そう思う」の数値

が低いのは関心が薄いからで

はないか。教育相談との連携

が必要ではないか。 

 


